
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
始
ま
り
で
あ
り
、

教
育
Ｄ
Ｘ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
度
的
に

進
ん
だ
。
研
究
者
の
中
に
は
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
使
用
が
長
く
な
る
ほ
ど
読
解

力
や
数
学
力
が
低
く
な
る
影
響
を
指
摘

し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
力
を
入
れ

て
き
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
国
際
読
解
力

調
査
を
受
け
て
、
紙
と
ペ
ン
に
切
り
替

え
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
か
ら

３
年
、
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
以
下
の
点
を
伺
う
。

⑴
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
効
果
と
検
証
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の

影
響
は
。

⑵
視
力
の
低
下
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

の
依
存
の
心
配
が
あ
る
が
、
子
ど
も
た

ち
の
状
況
は
。

⑶
今
後
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
に
あ
た
り

国
の
予
算
化
の
見
込
み
は
。

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
本
町
独
自
の
検
証
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
教
材
や
課
題
な
ど
を
、
端
末
を
利

用
し
て
ク
ラ
ウ
ド
上
で
児
童
生
徒
や
教

職
員
へ
配
布
す
る
こ
と
で
、
情
報
共
有

が
瞬
時
に
可
能
と
な
る
な
ど
、
授
業
の

効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
は
、
課
題
や
目
的

に
応
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用

し
情
報
を
主
体
的
に
収
集
・
整
理
す
る

こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
が
書
き
込
ん
だ

意
見
を
同
時
に
確
認
で
き
る
機
能
を
活

用
し
、
他
者
の
感
性
や
考
え
な
ど
を
共

有
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
る
な
ど
、
協

働
的
な
学
び
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
効
果
・
検
証
や
影
響

に
つ
い
て
は
、
国
等
の
取
組
に
期
待
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
も
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
校
教
育
を
進
め
、「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

の
一
体
的
な
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

⑵
現
状
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
端
末
の
使
用
に
限
ら
ず
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
過
度
な
使
用
に
よ
る
健
康

面
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
使
用
の
在

り
方
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
年
４
月
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
持
ち

帰
り
に
向
け
、
家
庭
で
使
用
す
る
際
の

「
使
用
の
約
束
」
や
「
健
康
へ
の
配
慮
」

に
つ
い
て
、
各
家
庭
へ
周
知
し
た
。

　

今
後
も
周
知
徹
底
を
図
り
、
児
童
生

徒
の
健
康
に
留
意
し
て
い
き
た
い
。

⑶
国
は
自
治
体
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
、
各
都
道
府
県
に
造
成
し
た
基
金
を

活
用
し
て
都
道
府
県
を
中
心
と
し
た
共

同
調
達
等
に
よ
る
端
末
の
更
新
を
計
画

的
に
推
進
す
る
と
し
た
。

　

端
末
の
補
助
基
準
額
は
１
台
あ
た
り

５
万
５
０
０
０
円
、
補
助
率
は
３
分
の

２
と
し
、
予
備
機
を
含
め
た
全
員
分
の

端
末
が
補
助
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
は
、
令
和
７
年
度
に
中
学
校
、

８
年
度
に
小
学
校
の
端
末
更
新
を
計
画

し
て
お
り
、
「
北
海
道
公
立
学
校
情
報

機
器
整
備
基
金
」
を
活
用
し
な
が
ら
更

新
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、

若
い
世
代
の
減
少
に
加
え
、

夫
婦
が
理
想
と
す
る
子
ど
も
の
人
数
を

下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

各
自
治
体
は
、
国
の
制
度
を
待
た
ず

子
育
て
支
援
を
強
め
て
い
る
。
学
校
教

育
に
お
い
て
、
各
家
庭
が
購
入
す
る
補

助
教
材
費
等
の
負
担
は
大
き
い
。
私
費

負
担
軽
減
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
考

え
を
伺
う
。

  

教
育
長

教
育
長  

　

就
学
援
助
制
度
や
修
学
旅
行
費
支
援

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
町
は
保
育
所
等
に
お
け
る
主
食
提

供
や
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な

ど
、
教
育
費
以
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
、
町
と
し
て
総
合
的
な

判
断
の
下
、
各
種
支
援
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

  

再
質
問

再
質
問  

　

学
校
間
の
差
と
就
学
援
助
に
対
す
る

差
額
を
調
査
す
べ
き
。
各
学
年
の
私
費

負
担
の
状
況
は
。

  

答答  

　

各
学
校
で
費
用
負
担
が
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

や
修
学
旅
行
費
の
ほ
か
、
小
学
校
で
は

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
斡
旋
教
材
、

中
学
校
で
は
制
服
な
ど
の
費
用
も
含
め

る
と
平
均
負
担
額
は
小
学
１
年
生
が

２
万
３
千
円
、
２
～
５
年
生
は
１
万
４

千
円
～
１
万
６
千
円
、
６
年
生
は
４
万

５
千
円
、
中
学
１
年
生
は
８
万
３
千
円
、

２
年
生
は
２
万
円
、
３
年
生
は
５
万
７

千
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

■ 一 般 質 問 ■ 
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答問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
効
果
・
検
証
は
、
国
等
の
取
組

に
期
待
し
た
い

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
、
そ
の
効
果
と
検
証

問

荒　 貴 賀 議 員
（日本共産党
幕別町議員団）

答問
総
合
的
な
判
断
の
下
、
各
種
支
援
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

義
務
教
育
に
お
け
る
私
費
負
担
に

つ
い
て

問


